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日中関係の安定こそグローバル世界の安定に重要 
東京大学名誉教授、宇宙科学研究所名誉教授 西村 純 

 
日本と中国の

物理学者の本格

的な交流は 1957

年に朝永先生を

団長として中国

を訪れた時に始

まった。有山理

事長のお父上の

有山（兼孝）先

生は副団長とし

て、中国と日中

交流の覚え書き

を作られ、その

後の日中交流の

基礎を築かれた。 

この訪中団には、宇宙線関係者も数名加

わって中国各地で講演したり，宇宙線研究

の施設を訪れて歓迎されている。私の友人

の鎌田君も幹事として活躍し、数千年にわ

たる素晴らしい文化の遺跡に感動し、これ

からので研究の交流について私に熱っぽく

話してくれた事を思い出す。 

その後、文化大革命で日中科学者間の交流

は一時途絶えたが、文革が終わった時点

で、私ども数名の宇宙線物理学者は有山理

事長のお父上のご紹介で中国に訪れること

になった。1977 年の事で、中国は荒廃を

極めていたが、中国科学院の方々には親切

にして頂き、高エネルギー研究所や、宇宙

線研究に関係ある場所を案内いただいた。 

北京では、将来が期待される若手の研究

者との懇談会も行われ、１0年を越す文革

の影響で、将来に不安を感じていたのであ

ろうか、「この状態から回復して、我々は

しかるべき研究者になれるだろうか？」と

率直に思いを述べた人もいた。 

日本も戦後全てを失った中で、努力を続

けたことを思い起し「数千年にわたって優

れた文化を創造し、偉大な文化圏を生み出

してきた民族が、出来ないことがあるはず

はない。20−30 年のうちには経済も日本と

同じレベルに、人口も多いから、その後は

追い抜くに違いない。自信を持ってやるべ

きだ」と励ました。 

次いで、中国の特色が生きる様な具体的

なテーマを示して取り組む事を勧めた。 

その中の一人は、勧めた「気球による科

学観測」の開発に取りかかり、やがて中国

の気球科学観測は、国際的なレベルにまで

発展し、その後重要なポストを経て今は宇

宙科学関係の責任者となっている。他の日

中共同研究も比較的順調にすすみ、数十年

を経た現在、懇談会にいた若手の研究者は

各方面の第一線で活躍しているのは嬉しい

ことである。 

勿論、深い交友は今もつづいている。 

日本と中国の関係が安定していることは研

究関係のみならず、グローバルな国際的な

安定に寄与する重要な事柄で、現在のよう

に、やや冷えた場面が見え隠れする時期こ

そ、この協会の存在意義は大きい。有山理

事長を初めとする協会の執行部の方々のご

努力に敬意を表している次第である。 
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田村三郎先生を偲んで 
日中科学技術交流協会理事長 有山正孝 

 

 
 

本 協 会 会 員 田 村 三 郎 先 生 は 昨

2015 年 12 月 4 日、享年９９でご

逝去なさいました。  

謹んでご冥福をお祈り申し上げ

ます。  

ご葬儀は 12 月 8 日に家族葬とし

て営まれ、今年 2 月 13 日、如水会

館で「田村三郎先生を偲ぶ会」が開

催されました。  

田村先生は 1917 年のお生まれ

で、1939 年東京帝国大学農学部農

芸化学科をご卒業の後、満州国大

陸科学院高等官試補に就任されま

したが同年秋から兵役に服され、

1945 年 8 月敗戦に伴い除隊、同年

11 月東京大学農学部副手として大

学に復帰なさり、その後同助教授、

教授、理化学研究所主任研究員（併

任）を経て 1977 年 4 月定年ご退官

になりました。その後 1978 年から

1990 年までの 13 年間、富山県立

短期大学長をお勤めになった他、

富山県情報教育センター長、富山

県高等教育研究顧問、理化学研究

所顧問、同相談役、同名誉相談役

（終身）などの要職を歴任されま

した。  

 1968 年には「微生物が生産する

生理活性物質に関する研究」で日

本農学賞・読売農学賞を、1976 年

には「生理活性物質に関する化学

的研究」で日本学士院賞を、 1985

年には「新ジベレリンその他植物

生理活性物質の単離と構造解析」

で国際植物成長物質学会賞を受賞

されています。  

 また 1981 年に中国科学院名誉

顧問、 1989 年に日本学士院会員、

1990 年に文化功労者に推され、

1995 年中国政府「友誼奨」、 2009

年文化勲章を受章されました。  

 当協会では設立当初から常任理

事としてご活躍いただいておりま

す。たびたび訪中されて中国の農

業現代化に多大の貢献をなされ、

その一端を 1980 年 7 月 28 日に開

催された本協会第 3 回通常総会の

際の記念講演において「中国にお

ける農業現代化についての一考察」

と題してご報告なさっています。  

 日中科学技術交流の再興にご尽

力いただいた大先達が相次いでご

他界になるのは寂しいことです。

折しも日中間の関係は恐らく戦後

最悪と云っても過言でない状況に

ありますが、諸先輩のご努力によ

って築かれた友好交流の道を再び

閉ざすことのないよう力を尽くす

ことが私どもに託された使命であ

りましょう。  

 重ねて田村三郎先生のご冥福を

お祈り申し上げ、先生を偲ぶ言葉

と致します。  
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温故知新 「中 国 に お け る 農 業 現 代 化 に つ い て の 一 考 察 」 
（日 中 科 学 技 術 交 流 協 会 第 3回 通 常 総 会 記 念 講 演 ） 

協 会 常 任 理 事  東 京 大 学 名 誉 教 授  田 村 三 郎 

2015 年 12 月 4 日に 99 歳のご高齢を以て逝去された当協会会員田村

三郎先生は 、 1970 年代末に中 国科学院の要請に応 じ、当協会の活動の

一環として中国の農業現代化の為に尽力されました。そのご活動の概要

を 1980 年 7 月 28 日に開催された当協会の第 3 回通常総会の際に報告

されたのがこのご講演です。当時の会報に「日中学術交流の在り方を教

えるものとして、聴衆に大きな感銘を与えた」と評されていますが、今

日改めて拝読しても教えられる処が少なくありません。  

会報 1７号（ 1980 年 10 月 20 日）に掲載されたご講演の記録の全文を

此処に再録します。  

ただし当時の会報は縦書きでありましたのでこれを横書きに変換

し、数字も算用数字に書き換えてあります。田村先生のご功績を偲

び、また当時の中国の状況、日中学術交流の様相の一端を思い起こす

とともに、交流の在るべき姿を考えるよすがとしてお読みいただけれ

ばさいわいです。              （編集子  有山正孝）  

 

 

ま え お き  
講演の内容は、中国科学院が現在湖

南省桃源県で進めている農業現代

化試験事業に対して、わが日中科学技

術交流協会がどのような形で協力してい

こうとして いるかをお伝えするものであ

るが、 問題の核心は、中 国 に お け る 農 

業 現 代 化 を 私 達 が  ど う 認 識 し て い る 

か と い う こ と で あ る 。 本 来 基 礎 科 学 を 

受 け 持 つ 中 国 科 学 院 が 農業 現 代 化 の た 

め の 試 験 事 業 を 農 業 部 と 別 個 に 進 め て 

い る こ と 自体か ら も 、 問 題 の 複 雑 さ が 

分 る わ け で 、 中 国 の 内 部 で も 農業  現 

代 化 に 関 す る 統 一 見 解 が ま だ 打 出 さ れ 

て い な い よ う で あ る。 

 

１．取り組みの契機 

昭和53年11月、日中協会の学術代表

団（茅 誠司団長）の一員として農業

分野から選ばれて訪中した。中国科

学院の歓迎パーテイの席上 、 李昌 

第 一副院長 か ら 現 代 化 試験 事 業 への

協力を名指しで求 め ら れ、さら に 帰国 前 

夜 、秦 力 生 副 秘 書長 、 石 山 農業支援

弁公室 主 任両 氏 か ら 桃源県 に お 

け る 水 稲 栽培 を 中 心 と す る 現 代 化 試

験を 、 現 地 を 見 た 上 で 手 伝 っ て 欲しい 

と 言 わ れ た 。 し か し そ の 段 階 で は 、 彼 

ら の 意 図 す る と こ ろ を 私 は 明 確 に は つ 

か み 得なかった 。  

５４年１月 に 、 日本 学 術 振 興 会 の 訪 中 

団 の 一員 と し て 訪 中 し た 折 に 、石 山 氏 

や 馬 凌 中国農学会副秘書長と長時

間個別に話 し 合 っ た結 果 、 現 在 中 国 

が 抱 え て い る 深 刻 な 悩 み が 明 ら か に な 

り 、 し た が っ て 中 国 科 学 院 の 考 え 方 も 

あ る 程 度 理 解 で き る よ う に な っ た 。  

中 国 で は 、 ９億７千 万 の 人 口 の う ち 四 

分 の 三 は 農 村 に 住 み 、 そ の 半 分 が 農 業 

労 働 に 従 事 し て い る 。 こ の こ と は 中 国 

に お け る 農 業 の 生 産 性 が 著 し く 低 い こ 

と を 意 味 し て い る 。 し か も 、 文 化 大革 

命 中 の 極 左 的 政 策 に よ っ て 農 業 生 産 体 

制 か ひ ど く破壊さ れ て し ま っ た 。 そ れ 

は５３年１２ 月 中 国 共 産 党 第１１期 中 央 委 

員 会 第 ３回 総 会 に 農 業 生 産 の テ ン ポ を 

早 め る 問 題 が 提 起 さ れ 、さ ら に 食糧生 

産 と 同 時 に 林 業 、 牧 畜 、副 業 、 漁 業 を 
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全 面 的 に 発 展 さ せ る こ と が 再 確 認 さ れ 

た こ と か ら も う か が え る 。 

 

２．文化大革命の与えた影響 

  も と も と 中 国 で は 「食糧 を 要（か な め ） 

と し て 全 面 的 な 発 展 を は か る 」 と い う 

ス ロ ー ガ ン が あ つ た 。 （中 国 で は食糧 と 

い う と 米 、 麦 、 雑 穀 、 い も 類 を 指 し て 

い る ）。 と こ ろ が 文 革 中 は 、 食糧 生 産 の 

み が 重 視 さ れ 、 そ の た め に 山 林 、果樹

園  、 牧 草 地、桑 畑 、 養 魚 池 ま で 壊されて

しまった。  

ま た 、農業 科 学 ・技 術 研 究 を 担 当 す る 

中 国農業 科 学 院 は 、 文革前３０ 以 上 の 直

轄 研 究 機 関 を 擁 し て い た が 、 多 く の も 

の が 合 併 な い し は 廃 止 さ れ 、 ４ 千 名 の 

研 究 員 も 下 放 に よ っ て四 散 し 、 文 革 終 

了 時 僅か５００ 名 と い う 状 態 で 、 そ の 組

織 は メチャメチャ に な っ て し ま っ た 。 １９

７８年 末 ま で に ２千 名 が そ れ ぞ れ の 機 関 

に 帰 っ て き た と い う が 、 い ま で も 下 放 

し た 人 で 復 帰 で き な い も の が あ る と い 

う 。  

ま た 、 文革の１０年 間 は 農 業 部 門 で も 教 

育 ら し い 教 育 が 行 な わ れ な か っ た 。 例 

え ば 北 京 農 業 大 学 は 延 安 そ の 他 の 西 北 

地 方 を 転  々と し 、 文 革 が 終 つ て よ う や 

く 北 京 に 帰 っ た よ う な 状 況 で あ る 。 し 

た が っ て 農 業 科 学 院 へ の 新 卒 業 生 の 補 

充 は 全 く な さ れ ず 、 研 究 者 の 老 齢 化 の 

み が 進 み 、 施 設 や 設 備 の 老 朽 化 も 著 し 

く 進 ん だ と い う 。 

 １９８０年 ６ 月 、 万 里 副 総 理 は 、あ る 座 

談 会 で 、 文 革中 に 農業 関 係 大 学 の 受 け 

た 打 撃 は 理 、 工 、 医 関 係 の 大 学 に 比 べ 

特 に 甚 し く 、 北 京 農 業 大 学 、 北 京 林 学 

院 、 北 京 農 業 機 械 化 学 院 、 北 京 水 利・ 水 

力 発 電 学 院 、 北 京 気 象 専 門 学 校 の 学 生 

数 は 、 以 前 １万 ２千人 に 達 し て い た の に 、 

現 在 で も そ の １８％ に し か 回 復 さ れ て 

い な い と 言 っ て い る 。 

 

３．中国科学院の農業現代化への取り組み 

 

（１） 中 国 科 学 院 が 農 業 現 代 化 の た め に 

試 験 基地  を 設 け て い る の は 次 の ３地 区 

で あ る 。  

黒龍江省の海倫県 ‥ 大豆、トウモロコシ 、小麦 

河北省の 楽 城 県 ‥ 小麦  

湖 南 省 の 桃 源 県 ‥ 水稲  

こ れ ら の 基 地 の 近傍 に 、 そ れ ぞ れ 農 業 

現 代 化 研 究 所 が 設 け ら れ て お り 、 そ こ 

で は 農 業 現 代 化 の 過 程 に お け る 科 学 的、 

技 術 的 、 経 済 的 問 題 の 研 究 と 成 果 の 普

及 を 行 な う こ と が 主 要 な 任 務 と な っ て 

い る 。  

 

（２）５４年３月 に は 、 中国科学院農業支援弁

公室主任 石 山 氏 を 団長 と す る 中 国 科 学

院 農業科 学 視 察 団 が 来 日 し 、約３週 間 の 

滞 在 中 、 大 学 の 農 学 部 、 農 林 省 の 研 究 

所 、 試 験 場 、県 の 試験場、 民 間 の 農 場 、 

養鶏場  、 養豚場  、 農 機 工 場 、 農 家 な 

ど を 参観 し て 帰 国 し た。 

こ の 視 察 団 に は 、 桃源県 の 農業 現 代 

化 研 究 所 の 所 長 、 副 所長、 湖南省 科 学 技 

術 委 員 会 副 主 任 や 桃源県の 革 命委員会 

主 任 （日 本 の 知事 に 当 る ） な ど も 含ま れ 

て い た 。 そ の 人 た ち の 要 請 も ふ ま え て 、 

当協会から現地に３名の視察団を派遣し

た。 

 

４．桃源農業現代化試験基地への視察団  

 

（１） 第１次視察団・・・・昭和５４年４月 末 

に 派遣さ れ た こ の 視察団 は３名 （田村団

長、 富 山 県 立 短 期 大 学 の 足立原 貫教授 、 

東 大 農 学 部 の 春 原 亘助教授 ） で 構 成され、 

桃 源 県 に お い て は ， 県全 体 の視察を 行 な 

う と と も に 、 今 後 の 試 験 事業 の 進 め 方 

を 話 し 合 う こ と に な っ て いた 。  

（桃源県 の 概 況）  

桃 源 県は 歴 史 的 に 古 く か ら 開 け た と 

こ ろ で 、 治 山 、 治 水 も 予想以 上 に 進 ん で 

お り 、 食 糧 作 物 の ほ か 、 林 業 、 牧 畜 、 養

魚 な ど も 活 発 に 展 開 さ れ て い る 。 洞 

庭湖の 西 の 丘 陵 地帯に 位 置 し 、 総 面 積 は 

４４平 方 キ ロ 、 人 口 約８９万 、 う ち 農 業 人 

口 は９５％ で、６０の 人 民 公 社 を 組 織 し て 

い る 。 山 地 が７０％、 河 川・池１０％ で 残 り 

２０％ の 耕 地９万 ha の う ち７万 ha が 水 田 

で あ る 。 そ し て 、 小 型 発 電 所 が各所 に 動 
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い て お り 多 角 的 な 農 業 経 営 は わ れ わ れ 

が む し ろ 教 え ら れ る 感 じ で あ っ た 。 

 桃 源 は 長 沙 か ら 自 動 車 で 約５時 間 の 

と こ ろ に あ る が 、 そ の 途 中 に は 劉少  奇 

の 出 身 地 で あ る 寧 郷 県 も あ る 。 こ こ の 

農 業生 産 は 、 文 革 中 期 の １９６９年 に 現 

在 の 県 革命 委 員 会 主 任 劉 行 悌 氏 が 着 任 

し て 以 後 急 速 に 進 め ら れ た よ う で あ る 

が 、 文 革 末 期 に は 経営 方 針 が 資 本 主 義 

的 で あ る と 批 判 さ れ 、 生 枠 の農民出身

の劉氏も２年間失 脚 していたとい

う  。  

大寨  に 見 る 四 人 組 の 過 度 の 政 治 主

義 、 精 神 主義 、 食 糧生  産 一本 槍 が 、 文

革後  批 判 さ れ る に 至 っ て 、 桃 源 は 新 た 

に 全 国 の 模 範 と な っ た が 、 各 地 か ら 見 

学 者 を 集 め る こ と を し て い な い 。 し か 

し 、 田  村視察団  の 訪 問 前 、 ス ー ダ ン

の ヌメ イ リ 大 統 領 、 ポ ル ボ ト 政 権 の 幹 

部 な ど が こ こ を 見 学 に 来 た と い う 。 

 い ま や 、 全 国 的模範と い わ れ る 桃源  

の 農業  に も 問 題 が な い わ け で は な い 。 

そ れ は 、 中 国 農 業 が 共 通 的 に 抱 え た 問 

題 で あ る と 言 え よ う 。  

私 ど も が 桃 源 滞 在 中 に見聞し た も の を 

長 文 の 報 告 書 に ま と め て 昨 年６月 中 国 

科 学 院 に 提 出 し た 。 そ の 報 告 の 冒頭  

に 、 私達は 外 国 人 で あ り 滞 在 期間 も 短 

か か っ た た め に誤った 理 解 が 含まれ て い 

る か も 知 れ な い が 、 中 国 の人々 の 私 達 に 

対 す る 誠 意 に 応 え る た め に 書 い た も の 

で あ り 、 も し も誤  解 が あ れ ば お 許 し 願 

い た い し 、 参 考 に な れ ば と り 入 れ て 頂 

き た い と 書 き 記 し た 。 

 こ の 報 告 の 大 要 は 、 協 会 の 会 報 第 １

２号（昭和５４年１２月２０日 ）に掲載してある 。  

 

（２）報 告 の 要 旨 と 背 景 

 根 本 の 問 題 は 、 「中 国 の 農 業現 代 化 と 

は 何 か 」 と い う こ と で あ り 、 そ の 基 本 

点 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 。

「中 国 で は 、 機 械 化 す な わ ち 現 代 化 と 

理 解 し て い る よ う で あ る が 、 こ れ に は 

同 意 で き な い 」 と い う こ と は 、 方 毅 副 

総 理 と の 対 話 の 中 で も 話 し て お り、 この 

対 話 の 内 容 も 同 じ会報（１２号） に 載 せ 

て あ る 。 わ れ わ れ の 考 え で は 、 農 業 現 

代 化 の 基 本 は 、 量 質 両 面 で す べ て の 国 

民 の 要 求 に 応 え 得 る 農 産 物 を 安 定 的 に 

供 給 で き る 栽培体系  を 確 立 す る こ と 

に あ る 。 そ の た め に は 

 

①単位面積当りの収量を増加すること 

②単位労働力当りの収量を増加すること 

 

を目指すべきである。  

し か し 、 中 国 に お い て は 人 口 が 多 く 、 

し か も 耕地  面 積 が 少 な い か ら 、 当 面 は 

単 位 面 積 あ た り の 収 量 を 増 大 さ せ る こ 

と を目標としな け れ ば な ら な い 。 機 械 化 

は 労 働 生 産 性 を 高 め る こ と に な る が 、

現 在 の 中 国 で は 、そ れ に よ っ て 生 じ る 

余剰  労 働 力 を 吸 収 す る 工業  が 、農村

に は 勿 論 、 都 市 に お い て も 未発  達  で 

あ る 。 し た が っ て 、 農業  機 械 化 を 無計  

画 に 急 ぐ こ と は 、 貴重  な 資 金 と 資 材 を 

使 つ て 失 業 者 を 生 み 出 す こ と に ほ か な 

ら な い 。  

桃 源 県 に お け る 従 来 の 栽培  技 術 の 体

系に は、大 き な 問 題 が 認 め ら れ る 。 そ れ 

は 、 多 毛 作 と 過 度 の 深 耕 密植を 指 向 し 、 

そ れ に 肥 料 の 少 い 状 況 が 加 わ っ て 地 力 

及 び 労働  力 を 収奪  す る 組 み 立 て に な 

っ て い る 。 

 多 毛 作 に つ い て 言 え ば 、 水 稲 ２期 、 小 

麦１期  の三毛作が 広 く 行 な わ れ て い る 。 

密 植 に つ い て は 、 苗 代 と 本 田 の 比 が 、 

日 本 で は １対３０で あ る の に 対 し 、 桃 源 

県では１対７又 は８と多量育苗、過密植であ

る 。  

そ の た め に 、 農 民 は 作 付 時 期の調整  、 

植 付 、 除 草 、 刈 取 り に 過 重 労 働 を 強 い 

ら れ て い る 。 そ の 上 に 化 学 肥 料 の 少 な 

い 条 件 下 で 深耕す る と 、 肥 料 が 拡 散 さ 

れ て 効 果 を 減 少 さ せ る 。 ま た 燃 料 不 足 

の た め に 農 産 廃 物 と し て の 稲 わ ら 、 麦 

わ ら 、 菜種  の 茎 ま で 燃 し て い る 状 態 

で 、 堆 肥 に は ど ん ど ん 土 を 混 ぜ て お り、 

中 国 で 有 機 質 肥 料 を 多 用 し て い る と い 

う 多 く の 日 本 人 の 報 告 は 事 実 誤 認 で あ 

る と 思 わ れ る 。  

私 達 の 報 告 の 内 容 は 中 国 科 学 院 の 見 
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解 と 完 全 に 一致 し た と い う こ と で 、 同 

院 は 大 変 に 喜ん で 、中 国 共 産 党 の 内 部 資 

料 と し て 、 こ の 報 告 の 中 国 訳 を 配 布 し 、 

さ ら に５４年８月１６日 付 の 光 明 日 報 に そ 

の 大 部 分 が 掲 載 さ れ た 。 し か し 、 １９５

５年 に 毛 沢 東 が 『農 業 の 根 本 的 活路は 機 

械 化 に あ る 』 と 科 学 的 に論断し た 」 と 

中 国 の 人  々は 言 う が 、 そ れ が 果 し て 正 

し い か と い う 冒 頭 の こ と ば は、光 明 日 報 

で は 省 か れ て あ っ た 。  

い ず れ に し て も 、 中 国 科 学 院 は 、 私 達 

の 筆 を 借 り で 、 彼 ら の 農 業 現 代 化 に 関 

す る 見 解 を 打 出 す 形 を と っ た も の と 見 

ら れ る 。 要 す る に 、 農業現代化の 進 め 

方 に つ い て は 中 国 の 内 部 で 深 刻 な 対 立 

が あ っ た と 想 像 さ れ る が 、 中 国 科 学 院 

は 自 国 の 農 業 を 農 業 部 に 任 せ て お け な 

い と の 切 迫 感 が あ っ た よ う で あ る 。  

 

（３） 第 ２次 視察団 の 派 遣 

 第 １次 視 察 団 の 視 案 内 容 を さ ら に 深 

め る た め 、 ５４年 １０月 第 ２次 現 代 化 視察

団 を 送 った 。 こ の 団 は 有 機 化 学 者 で あ 

る 私 を 含 め て 、 水 稲 の 育 種 、 裁 培 、 農 

業 経 営 、 土 壌 肥 料 、 水 稲 耕 作 の 分 野 か 

ら 計 ８名 の 専 門 家 が 参 加 し た 。 そ し て 、 

そ の 調 査 結 果 は 完 全 に 第１回 の も の と 

一致 し た 。  

各団 員 は 、 桃 源 滞 在 中 日 本 の 農 業 技 術 

発 展 状 況 に 関 し て 、講 演 と 座 談 を 行 な 

っ た が 、 湖 南 省 の 全 地域 か ら３５０名 く 

ら い 泊 り 込 み て 参 加 し て 大 変 に 熱 の こ 

も っ た 会 合 に な っ た 。 

 

（４） 今 回 の 訪 問 で は 、 私 は 講演の 準 備 を 

し て 行 か な か っ た が 、 先 方 の 強 い 要 求 

で 「中 国 農 業 現 代 化 に 関 す る 一考 祭 」 と 

い う 題 で 話 を し た 。  

文 化 大 革 命 中 に お け る 食 糧 生 産偏重 の 

反動 と し て 、 昭 和５４年 ７ 月 ２１ 日 の 人 

民 日 報 に 、 中 国 社 会 科 学 院 世 界 経 済 研 

究 所 の 劉 振 邦 と い う 人 が 「伝統 的 な 農 業 

観 を 改 め て 牧 畜 を 主 と し た 途 を 歩 も 

う 」 と い う 論文を 発 表 し て い た 。 

 そ し て ９月 ２日 の 人 民 日 報 に 、 こ の 論 

文 に 関 す る 投 書 が 掲 載 さ れ た が 、 賛成

論が中心で反対論 は 僅 か に 一 つ だ っ た 。 

 私 は 、 か ね て 劉 氏 に 反 論 す る こ と を 

考 え て い た の で 、 こ の 問題 を 中 心 に 議 

論 を 展開 し た 。 食 糧 は 人 間 と 家 畜 と が 

分け 合 う も の で 、 中 国 に お い て は 単 位 

面 積 当 り の 食糧 の 生 産 を増 大 さ せ な い 

限 り 家 畜 は 養えない 。 い く ら 広 大 な 草 

原 が あ る か ら と いって も 牧 草 の 再 生 産 

の 技 術 が 確 立 さ れ な け れ ば 、 た ち ま ち 

砂漠化 し て し ま う 。 

 劉 氏 は 、 世 界 経 済 を 研 究 し て い る と 

い う け れ ど も 、 自国 の 状 況 に 対 す る 理

解 が 不 足 し て い る の で は な い か 。 食 糧 

を 要 と す る 方 針 が 行 き過 ぎた か ら 「牧畜」 

を 主 と す る と い う の で は 論 理 的 に お か 

し い 。 中 国 の 人 は 極端 か ら 極 端 に走り

過ぎない か 。 私 は Ｆ Ａ Ｏ の デ ー タ ー を 

使 っ て 、 当 面 の 中国農業 は あ く ま で も 

食 糧 を 要 と し て 全 面 的 発展 を 図 る べ さ 

だ と 説いた 。  

中 国 科 学 院 は 、 私 の講 演 内 容 を 評 価 し 

て 、 そ の 全 文 を 全 党 的 に 配 布 す る と と 

も に 、 「白 然弁 証 法 通 訊 」 誌 と 「農業 経 

済 問 題 」 誌 の 本 年 ２月 号 に そ れ ぞ れ 掲 

載 し た 。  

な お 、 本 年 の 紅旗第 ９期 号は 、中 国 科 

学 院 泰力生副秘書長の「わが国の実

際の状況から  出 発 し て 、 自己の農

業現  代 化 の 途 を 探 し 求 め る 」 と い う 

論 文 を 掲載  し た 。 か く し て 中国  農業  

現 代 化 論争  に つ い て は 、 中 国 科 学 院 

の 見 解 が ほ ぼ 最 終 的 に オ ー ソ ラ イ ズ さ 

れ た と 私 は思っている。 

 

５．桃源の農業現代化試験事業への協力

方針 

 戦 後 わ が 国 が 発 展 途 上国  で 行 な っ 

た 農業技術  援 助 に は 成 功 し た 例 が ほ 

と ん ど 見られ な い と い わ れ る 。 そ れ は 現 

地 の 状 況 を 無視  し て 、 わ が 国 の 先 進 的 

な 技 術 体系  を イ キ ナ リ 持ち込  も う と 

し た た め で あ る と 考 え ら れ る 。  

昨 年 日 中 関 係 の あ る 団 体 が 、 吉 林 省 

で 水 稲 の 栽培試験  を 行 な い 、 １ha 当 

り ８～９ ト ン も の 収 穫 を 上 げ た が 、 こ の 

試 験 で は 、 中 国 側 が 数 千 万 円 も の 費 用 
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を 負 担 し て 、 ト ラ ク ター 、田 植 機 、 コ ン 

バ イ ン か ら 土 ま で 日 本 か ら 運 び 入 れ 、 

日 本 側 の 技 術 者 の 給 料 の 一 部 さ え 支 払 

っ た と い う 。 こ の よ う な 形 の 農 業 技 術 

援 助 は 展 示 と し て の 意 味 は あ る だ ろ う 

が 、 真 に 中 国 側 に 根 付 く か ど う か に い 

さ さ か 疑 問 を も つ 。  

私 た ち は 、 こ れ ま で 日 本 人 が 海 外 で 

実 施 し た こ と の な い ス タ イ ル で 、 中 国 

の 人 び と が 現 地 に 即 し た 技 術 の 体系 を 

確 立 し よ う と す る 努 力 を 根 気 よ く 支 え 

続 け 、 農 業 現 代 化 を 実 現 す る こ と が 本 

当 の 協 力 の あ り 方 だ と 思 う 。 体 系 を ど 

う 組 み 立 て る か は 、 あ く ま で 中 国 人 自 

身 の 問 題 で あ る と の 考 え に 立 っ て い 

る 。 

 た と え ば 、 桃 源 の 水稲栽培  に お い て 

は 、 一 期 作 で 二 期 作 分 の 収穫を あ げ る 、 

あ る い は 、 水 稲 一 期 作 に 小 麦 作 を プ ラ 

ス し て 全 体 と し て 三 毛 作 に 相 当 す る 収 

穫 を 上 げ る こ と を 目 指 す 。  

中 国 は 金 が な い し 、 私 た ち も 金 が な 

い 。 現 地 で 指 導 に 当 る か ら に は 、 現 地 

の 人 び と と 同 じ 立 場 で 指 導 で き る 人 を 

得 る こ と が 重 要 で あ る 。  

幸 い に も 、 大 分 県 と 富 山 県 の 理 解 あ 

る 態 度 に よ り 、 本 年 度 は 大 分 県 農 業 技 

術 セ ン タ ー の谷 川 渡 次 長 と 、 富 山 県 立 

技 術 短 大 の 竹 内 敬 俊 助 手 が ３月 か ら 現 

地 に 滞 在 し て 、 日 中 合 作 の 水 稲 栽 培 試 

験 を 実 施 す る こ と に な っ た 。 現 地 で は 

約 ３０ア ー ル の 試 験 田 で 一期 作 及 び 二 

期 作 の 試 験 を 実 施 中 で 、 そ の 内 容 は 、  

 

a   栽 培 時 期  

b  栽 培 密 度  

c  乏しい化学肥料を前提にした施肥 

d   緑 肥 の 与 え 方  

e   水 管 理  

f   品種の選抜 

                                    等  々

 稲 の 品 種 は 日 本 系 の ほ か 、 フ ィ リ ッ 

ピ ン に あ る 国 際 稲 研 究 所 の Ｉ Ｒ 系 や 中 

国 産 の も の も 使 っ て お り 、 最 終 的 に は 

現 地 に 適 し た 品 種 を 選 び 出 さ な け れ ば 

な ら な い 。 

 試 験 は ２月 終 り か ら 続 け て い る が 、 

３～４月 頃 に は 低 温 が 続 さ 、 雪 降 り に も 

見 舞 わ れ て い る 。 し か し 、 失 敗 の 言 い 

訳 は 許 さ れ な い の で 、 当 初 は 大 変 に 心 

配 し た が 、 そ の 後 天 気 が 持 ち 直 し た の 

で は ぼ 順 調 に 進 ん で い る よ う で あ る 。  

私 達 の 中 国 農 業 現 代 化 へ の 協 力 は こ 

の よ う な も の で あ っ て 、 今 後 数 年 間 じ 

っ く り と 継 続 す る 必 要 が あ る 。 し か 

し 、 今 ま で の よ う な 個 人 の カ ン パ に 頼 

る だ け で は と て も 支 え 切 れ な い 段 階 が 

来 て い る 。 な お 今 年 ５ 月 に は 、 林 業 、 

農 産 加 工 、 牧 畜 、 草地 、 果樹 の 専門家 

か ら 成 る 第 ３次 視察団  が 、 ２週 間 桃 源 

県 を 訪 れ た 。 こ れ は 食 糧 を 要 と し て 全 

面 的 に 発 展 さ せ る と い う 中 国 の 方 針 に 

対 応 し た も の で あ る 。  

協 会 と し て 、 日 本 の 科 学 技 術 者 と 、 

中 国 農 業 現 代 化 へ の 協 力 を ど の よ う な 

も の と し て 認 識 す る か 、 そ の問題意

識から今日の演題を選んだ次第である。 

 

 

 
 

桃源県とは    有山正孝 

 
 田村先生が半世紀ほど前に足を

運ばれた桃源県とはどのような処

でしょうか。先生のお話では洞庭

湖の西側の丘陵地とありますが、

もう少し詳しく言えば湖南省常徳

市の桃源県、長沙の北西およそ 150

キロ、武漢の南西およそ 250 キロ

の位置にあり、人口 100 万弱、面

積約 4.5 千平方キロの県で、石英

砂岩台地が浸食されて作られた奇

観で名高い武陵源はその西方に当

ります。洞庭湖に注ぐ沅江の流域

で、土地の半ばは森林に覆われて

いますが、米・綿花・茶葉などの農

産物、豚・鳥などの畜産物を多く産

出し、全国現代農業モデル県の一
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つとのことで、田村先生の調査団

の勧告もその地の発展の一助とな

ったものと推測されます。  

 さて桃源と云えば思い起こされ

るのが桃源郷の話です。六朝時代

東晋の詩人、陶淵明（365-427）の

「桃花源記」は我が国でも多くの

人に親しまれた話ですが、高校古

典の教科書にも採録されているこ

とはご存知でしょうか。この話の

中で遠い昔、漁夫が訪れた桃の林

に囲まれた別天地のモデルがこの

桃源県の桃花村と云うことになっ

ていて、ご丁寧に小さな穴を模っ

た門を設けたテーマパーク？まで

あるそうです。写真で見るとなか

なか風光明媚の地ですが、古典が

観光資源となってその土地を潤す

とすれば、それはそれで結構なこ

とと思うべきなのでしょう。  

 田村先生が調査された頃は恐ら

く素朴な農村であった桃源県の今

日の姿を、この眼で確かめてみた

いものです。因みに成都の近所に

も桃源という地名がありますが、

その他にも同名の地はあるでしょ

うか？ご存知の方、見つけた方は

お教えください。  
 

 

 

 
湖 南 省 常 徳 市 桃 源 県  写 真  

 G o o g l e  M a p より  
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